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蓑
田
絵
美 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
水
俣
第
一
中
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　W
here there

,s a w
ill,

　there ,s a w
ay.

燭
趣
味
　
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ

と
、観
葉
植
物
の
栽
培

末
松
祐
子 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校

　
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
感
謝
カ
ン
ゲ
キ
雨
嵐

燭
趣
味
　
犬
と
散
歩
、読
書
、

　
タ
ロ
ッ
ト
占
い

江
藤
利
信 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
な
し

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
努
力

燭
趣
味
　
庭
仕
事
、楽
な
登
山

荒
木
　
通 

先
生

拭
担
当
教
科
　
保
健
体
育

植
前
任
校
　
天
草
東
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
経
験
な
き
理

論
は
盲
目
で
あ
る
。理
論
な
き

経
験
は
空
虚
で
あ
る
。

燭
趣
味
　
水
泳
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

福
山
陽
介 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校

　
明
誠
学
院
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
十
人
十
色

燭
趣
味
　
吹
奏
楽
、旅
行

内
藤
一
海 

先
生

拭
担
当
教
科
　
地
理

植
前
任
校

　
県
立
菊
池
養
護
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
明
日
の
世
界
の
た
め
に

燭
趣
味
　
登
山
、旅
行
、家
庭
菜

園
栽
培

福
山
良
一 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
熊
本
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
法
爾
自
然

燭
趣
味
　
写
真
、フ
ラ
ク
タ
ル

Ｃ
Ｇ
、四
国
お
遍
路

高
木
陽
助 

先
生

拭
担
当
教
科
　
国
語

植
前
任
校
　
な
し

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
至
誠
、自
然
体

燭
趣
味
　
油
絵
、読
書

渡
部
康
雄 

先
生

拭
担
当
教
科
　
理
科（
物
理
）

植
前
任
校
　
八
代
南
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
真
理
探
究
、積
小
為
大

燭
趣
味
　
読
書
、囲
碁
、ゴ
ル
フ

歌
丸
春
香 

先
生

拭
担
当
教
科
　
地
歴
公
民

植
前
任
校
　
県
立
装
飾
古
墳
館

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
努
め
れ
ば
必
ず
達
す

燭
趣
味
　
空
手
、古
文
書
読
解

川
口
三
賀
子 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
開
新
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
宝
も
の
は

す
で
に
あ
な
た
の
中
に
あ
る

燭
趣
味
　
テ
ニ
ス
、読
書

那
須
裕
貴 

先
生

拭
担
当
教
科
　
国
語

植
前
任
校

　
佐
賀
大
学
附
属
中
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
努
力
は
進
化
な
り

燭
趣
味
　
卓
球
、園
芸

ト
ピ
ッ
ク

ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八

日
、
第
三
十
六
回
熊
本
県
私
立
中

学
校
英
語
暗
唱
大
会
が
本
校
仏
殿

に
て
開
催
さ
れ
、
私
立
中
学
校
六

校
が
参
加
し
ま
し
た
（
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
休
校
の
た
め

一
校
不
参
加
）。
熊
本
大
学
教
育

学
部
客
員
教
授
西
川
盛
雄
先
生
、

元
熊
本
県
Ａ
Ｌ
Ｔ
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
レ
ン
ハ
ウ
ス
先
生
が
審
査
員

を
務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
二
年
（
小
田
雅
人
）

「W
ith Love and w

ith Joy

」

第
一
位
、
三
年
（
水
谷
　
廉
）

「A
 R
ed R

ibbon

」
第
三
位
と

な
り
、
本
校
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
真
和
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
平
成
十
六
年
に
真
和
高
校
を

卒
業
し
、
今
年
か
ら
熊
本
大
学
医

学
部
附
属
病
院
で
研
修
医
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
つ
い
こ
の
間
卒

業
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
真

和
通
信
の
原
稿
を
六
年
ぶ
り
に
頂

い
て
、
時
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
拙
い
文
章
で
読
み
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
ご
容
赦
下
さ
い
。

　
先
日
、
熊
本
大
学
の
卒
業
式
を

迎
え
、
翌
日
に
真
和
の
職
員
室
に

伺
い
ま
し
た
。
中
高
時
代
の
担
任

の
先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
先

生
方
に
出
迎
え
て
頂
き
懐
か
し
さ

と
嬉
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
伺
っ
た
の
は
大
学
の
卒
業
報

告
、
就
職
報
告
、
そ
し
て
熊
本
大

学
医
学
部
医
学
科
の
代
表
と
し
て

「
学
長
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
の

御
報
告
を
す
る
た
め
で
す
。「
学

長
賞
」
は
大
学
六
年
間
（
医
学
科

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　

森
本
　
梨
愛
（
39
期
生
）

以
外
は
四
年
間
）
の
成
績
を
加
味

し
て
各
学
部
で
一
名
だ
け
選
考
し

て
頂
け
る
そ
う
で
、
今
年
は
恥
ず

か
し
な
が
ら
私
が
頂
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
真
和
の
先
生
方
は

ま
る
で
自
分
の
こ
と
か
の
よ
う
に

喜
ん
で
下
さ
っ
て
、
真
和
の
あ
た

た
か
さ
を
実
感
し
た
一
日
で
し

た
。

　
大
学
の
講
義
は
、
高
校
ま
で
と

は
違
っ
て
自
分
で
講
義
を
選
択
し

て
、
自
分
で
必
要
な
単
位
を
と
っ

て
と
い
う
自
己
責
任
の
世
界
で

す
。
入
学
し
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
ず
に
困
っ
て
い
た
私
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
の
は
真
和

の
先
輩
方
で
し
た
。
真
和
の
絆
は

本
当
に
深
く
、
病
院
で
の
実
習
の

際
も
真
和
出
身
の
先
生
方
が
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
り
、
友
人
に
羨
ま

し
が
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
。
医
学
部
の
講
義
と
の
兼
ね

合
い
も
考
え
て
教
養
の
講
義
の
選

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
六
日

（
水
）
に
、
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
、

第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
音
楽
部
熊
本
県
代
表
選
考

会
〈
管
弦
楽
部
門
〉
に
お
い
て
、

真
和
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
、
宮
崎
市
で
開
か
れ

る
、
第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
「
全
国
総
文
祭
み
や

ざ
き
２
０
１
０
」
へ
、
県
代
表
と

し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
代
表
と
し
て
、
全
国
総
合
文

化
祭
に
出
場
す
る
の
は
平
成
十
九

年
「
全
国
総
文
祭
し
ま
ね
07
」
大

会
に
続
い
て
二
回
目
の
快
挙
で

す
。
た
だ
し
、
今
度
の
出
場
は
、

熊
本
高
校
、
済
々
黌
高
校
、
真
和

高
校
の
連
合
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し

て
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
演
奏
す
る
曲
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
作
曲
、
マ
ー
ラ
ー
編
曲
の
弦
楽

合
奏
「
死
と
乙
女
」
よ
り
第
一
楽

章
で
す
。
な
か
な
か
の
難
曲
で
真

和
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
員
は
一
生

懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
学
校
だ
け
の
練
習
と
、

三
校
合
同
の
練
習
を
交
え
な
が
ら

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
三
校
合

同
な
の
で
ほ
か
の
学
校
の
い
ろ
い

ろ
な
や
り
方
や
雰
囲
気
が
違
う
の

で
、
学
び
あ
い
な
が
ら
、
切
磋
琢

磨
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

刺
激
や
、
経
験
を
通
し
て
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
、
ご
指
導
や
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
は
、
四
月
に
行
わ
れ
た
、

高
Ⅰ
へ
の
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
の
写

真
で
す
。）

　
「
お
は
よ
う
！
」
早
朝
に
学
園

花
壇
と
ビ
オ
ト
ー
プ
池
の
世
話
に

取
り
組
む
中
学
生
部
員
た
ち
と
の

や
り
と
り
か
ら
生
物
部
の
一
日
は

始
ま
り
ま
す
。
真
和
中
学
・
高
等

学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
部
員
を
も
つ
生

物
部
は
、
こ
う
し
た
日
常
的
な
動

植
物
の
世
話
に
加
え
て
、
中
高
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
し
た

が
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

部
活
動
顧
問
は
野
口
、
歌
岡
で

す
。

　
中
学
校
で
は
、
学
校
周
辺
で
み

ら
れ
る
植
物
ツ
ユ
ク
サ
（
露
草
）

の
三
種
、
日
本
産
の
ツ
ユ
ク
サ
・

マ
ル
バ
ツ
ユ
ク
サ
と
熱
帯
原
産
の

ト
キ
ワ
ツ
ユ
ク
サ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ら
の
分
布
や
性
質
の
違
い
を
調

べ
「
ツ
ユ
ク
サ
の
不
思
議
」
と
し

て
平
成
二
十
年
度
熊
本
県
科
学
研

究
物
展
示
会
で
発
表
、
熊
本
ジ
ュ

ニ
ア
科
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
好
む

温
度
や
湿
度
、
明
る
さ
な
ど
環
境

の
違
い
を
比
較
す
る
た
め
野
外
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
等
学
校
で
は
、
五
年
前

に
金
峰
山
で
見
つ
け
た
熱
帯
原
産

の
陸
産
貝
ソ
メ
ワ
ケ
ダ
ワ
ラ
ガ
イ

の
研
究
を
続
け
、
毎
年
研
究
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

一
年
度
は
、
熊
本
県
科
学
研
究
物

展
示
会
く
ま
も
と
博
物
館
賞
、
熊

本
県
高
等
学
校
生
徒
理
科
研
究
発

表
会
最
優
秀
賞
、
九
州
生
徒
理
科

研
究
発
表
大
会
優
秀
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
六
月
に
行

わ
れ
る
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
で
は
、
県
立
劇
場
の
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場
に
お
い
て

研
究
発
表
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え

て
、
新
し
い
テ
ー
マ
と
し
て
、
現

在
、
金
峰
山
の
洞
穴
に
暮
ら
す
コ

ウ
モ
リ
類
の
生
態
研
究
も
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
研
究
を
続
け
て
い
る

と
疑
問
点
が
次
々
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
い
ま
何
が
分
か
ら
な
い
の

か
？
何
を
調
べ
て
い
き
た
い
の

か
？
ど
う
や
れ
ば
調
べ
て
い
け
る

の
か
？
実
際
に
研
究
を
進
め
る
さ

い
に
は
、
生
物
部
員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
カ
ー
ド
に
ま
と

め
て
お
き
、
そ
れ
を
大
き
な
紙
に

貼
り
な
が
ら
考
え
を
ま
と
め
な
が

ら
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
あ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
実
験

や
調
査
計
画
を
立
て
て
進
め
ま
す

が
、
や
っ
て
み
る
と
予
定
通
り
進

ま
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

ど
う
変
え
て
や
れ
ば
研
究
が
う
ま

く
進
む
の
だ
ろ
う
？
　
そ
こ
で
ま

た
考
え
る
。
で
、
予
定
か
ら
変
更

し
て
ま
た
や
っ
て
み
る
。
研
究
活

動
は
、
ま
さ
に
試
行
錯
誤
の
連
続

で
す
。
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
道
の

な
い
と
こ
ろ
を
進
む
冒
険
の
旅

を
、
生
物
部
員
た
ち
は
楽
し
み
な

が
ら
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

び
方
や
お
勧
め
の
教
科
書
を
教
え

て
下
さ
り
と
て
も
心
強
か
っ
た
で

す
。
試
験
は
、
講
義
内
容
以
外
か

ら
の
出
題
も
あ
る
の
で
す
が
、
真

和
で
先
生
方
が
教
科
書
レ
ベ
ル
か

ら
高
校
生
に
は
少
し
難
し
い
一
歩

踏
み
込
ん
だ
授
業
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
お
か
げ
で
助
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
今
日
の

問
題
、
高
校
の
時
習
っ
た
よ

ね
！
」
と
友
人
に
言
う
と
、「
私

習
っ
て
な
い
よ
〜
。」
と
返
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
日
の

講
義
で
気
に
な
る
こ
と
は
調
べ
た

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も

真
和
で
過
ご
し
た
六
年
間
に
身
に

付
い
た
予
習
・
復
習
の
習
慣
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
私

が
「
学
長
賞
」
を
頂
け
た
の
も
真

和
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
大
学
生
な
の
で
、
勉

強
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を

し
ま
し
た
。
一
番
の
経
験
は
海
外

旅
行
で
す
。
バ
イ
ト
で
貯
金
し
て

友
人
と
旅
行
し
ま
し
た
が
、
新
し

い
発
見
が
多
々
あ
り
、
国
際
人
と

し
て
の
英
語
力
の
重
要
さ
を
実
感

し
、
多
方
面
に
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
医
師
に
な
る
夢
が
よ
う
や

く
実
現
し
て
ま
だ
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
真
和
や
大
学
生
活
で
学
ん
だ

経
験
を
生
か
し
て
「
素
敵
な
ド
ク

タ
ー
に
な
る
」
と
い
う
新
し
い
夢

を
追
い
か
け
精
進
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
自

分
の
夢
を
追
い
続
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
夢
が
叶
っ
た
喜
び
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
沢
山
の
先

輩
が
後
輩
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

御
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

真
和
高
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

県
管
弦
楽
部
門
金
賞
受
賞

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場
へ
！

熊
本
県
私
立
中
学
校

英
語
暗
唱
大
会
総
合
優
勝
!!

熊
本
県
高
等
学
校

生
徒
理
科
研
究
発
表
会

最
優
秀
賞
受
賞
!!

熊
本
大
学
医
学
部
首
席
卒
業

学
長
賞
受
賞
!!

‘
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 ［第１回］   9月25日（土）
 ［第２回］ 10月31日（日）
 ［第３回］ 11月23日（火）

入試説明会入試説明会 前年度の入試問題（解答例付）も
配布します。

［県南地区説明会］ 11月3日（水）
午後2時より八代市・やつしろハーモニーホール（3階大会議室）

［県北地区説明会］ 11月6日（土）
午後2時より玉名市・大麻文化会館（青年婦人会館）

［天草地区説明会］ 11月13日（土）
午後2時より美来プラザ（旧・本渡勤労者総合福祉センター）

み　らい

 9月19日（日）9:00～14:00
  見学にお出ください。文化祭文化祭

いずれも午前10時より
本校で行います。

入試相談ブースも設けております。　申込不要
＊プログラムはインターネットで数日前に公開します。
＊中学生は制服で来校をお願いします。

ホームページ　http://www.shinwa.ed.jp/

中
学
校
入
試

高
等
学
校
入
試

拭
特
待
生
の 

受
験
者

　
大
幅
ア
ッ
プ
、特
待

生
Ａ
Ｂ
も
合
格
者
増

　
十
二
月
に
実
施
し
た
特
待
・

専
願
生
の
入
試
で
は
、
特
待
生

の
受
験
者
が
一
昨
年
度
の
一
七

九
名
か
ら
昨
年
度
は
二
八
七

名
、
本
年
度
は
三
〇
五
名
と
な

り
、
一
昨
年
よ
り
一
二
六
名

（
一
七
〇
％
）
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
中
高
一
貫
教
育
の
充

実
を
図
る
真
和
中
学
校
へ
の
志

向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
験
者
の
増
加
に
と

も
な
っ
て
、
特
待
生
Ａ
の
合
格

者
は
前
年
度
四
名
に
対
し
て
本

年
度
は
一
〇
名
、
特
待
生
Ｂ
は

前
年
度
一
六
名
に
対
し
て
本
年

度
は
三
〇
名
で
し
た
。

植
二
度
の
受
験
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
そ
う
。

　
特
待
・
専
願
入
試
で
不
合
格

と
な
り
、
一
般
入
試
を
再
受
験

し
た
一
二
名
（
特
待
五
名
、
専

願
七
名
）
の
う
ち
、
合
格
者
が

六
名
（
特
待
五
名
、
専
願
一

名
）
あ
り
ま
し
た
。

　
二
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
多
数

の
合
格
者
が
で
て
い
ま
す
。
一

般
入
試
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

拭
特
待
生
の
合
格
率

98・
５
％

（
一
般
生
再
受
験
者
を
含
む
）

　
特
待
生
試
験
の
受
験
者
は
五

二
五
名
に
対
し
て
、
合
格
者
は

四
九
八
名
（
合
格
率
九
五
％
）

で
し
た
。

　
さ
ら
に
特
待
生
試
験
で
不
合

格
だ
っ
た
二
七
名
の
内
、
二
一

名
が
一
般
生
試
験
を
再
受
験

し
、
一
九
名
が
合
格
し
た
の
で

特
待
生
の
受
験
者
は
九
八
・
五

％
の
合
格
率
で
し
た
。
こ
の
結

果
を
受
験
校
決
定
の
参
考
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

植
再
受
験
者

　
　
多
数
合
格

　
特
待
・
専
願
入
試
で
不
合
格

に
な
り
、
一
般
入
試
を
再
受
験

し
た
二
一
名
の
う
ち
、
合
格
者

が
一
九
名
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
再
受
験
者
が
一
般
入
試

で
合
格
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
特
待
・
専
願
入
試
で

不
合
格
に
な
っ
て
も
あ
き
ら
め

ず
に
、
合
格
の
チ
ャ
ン
ス
が
二

度
あ
る
と
い
う
考
え
で
一
般
入

試
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

退
任
の
先
生

福
岡
　
雅
子 

先
生（
国
語
）

川
上
　
哲
也 

先
生（
数
学
）

久
保
田
和
浩 

先
生（
国
語
）

林
　
　
雅
應 

先
生（
国
語
）

小
屋
　
和
幸 

先
生（
地
歴
公
民

）

中
村
　
彦
七 

先
生（
地
歴
公
民

）

吉
村
　
　
武 

先
生（
数
学
）

工
藤
　
展
敬 

先
生（
数
学
）

西
村
　
州
司 

先
生（
数
学
）

澤
田
　
健
二 

先
生（
理
科
）

赤
松
　
　
藍 

先
生（
英
語
）

濱
名
　
理
香 

先
生（
国
語
）

松
岡
　
寛
治 

先
生（
男
子
寮
）

平成22年度真和中・真和高等学校奨学生
﹇
高
等
学
校
﹈

（
奨
学
生
Ａ
）

　
三
年
　
上
野
祐
尉
子

　
三
年
　
江
増
　
　
有

　
三
年
　
浜
辺
　
友
也

　
二
年
　
近
藤
　
未
来

　
一
年
　
菅
原
　
佳
帆

（
奨
学
生
Ｂ
）

　
三
年
　
坂
本
　
大
樹

　
三
年
　
北
村
　
　
彩

　
三
年
　
後
藤
　
沙
織

　
三
年
　
藤
本
　
貴
義

　
三
年
　
坂
本
　
　
亘

　
三
年
　
山
下
　
七
子

　
三
年
　
本
田
　
佳
記

　
二
年
　
村
上
　
啓
介

　
二
年
　
小
田
　
詩
織

　
二
年
　
宮
尾
　
莉
奈

　
二
年
　
野
村
香
菜
子

　
二
年
　
岩
城
　
聡
子

　
二
年
　
中
村
　
優
志

　
一
年
　
増
永
　
結
衣

　
一
年
　
八
幡
　
美
咲

　
一
年
　
西
村
史
央
里

　
一
年
　
上
野
　
乃
明

　
一
年
　
大
石
　
康
司

﹇
中
学
校
﹈

（
奨
学
生
Ａ
）

　
三
年
　
小
田
　
雅
人

　
三
年
　
本
田
　
幸
実

　
三
年
　
寺
中
　
祐
人

　
一
年
　
小
林
　
琴
美

（
奨
学
生
Ｂ
）

　
三
年
　
片
岡
　
寧
々

　
三
年
　
島
本
　
祐
希

　
三
年
　
井
上
佳
奈
枝

　
二
年
　
寺
崎
　
　
萌

　
二
年
　
高
橋
　
啓
太

　
二
年
　
田
中
理
紗
子

　
一
年
　
福
田
健
一
郎

 

生
か
さ
れ
て真

和
高
校
　
一
年
一
組
　
菅
原
　
佳
帆

　
葉
桜
が
美
し
く
、
春
の
喜
び

を
感
じ
る
一
方
、
ま
だ
少
し
肌

寒
か
っ
た
四
月
八
日
、
私
た
ち

は
真
和
高
校
入
学
式
を
迎
え
ま

し
た
。
私
は
真
和
中
学
校
を
卒

業
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日

改
め
て
見
た
校
舎
は
新
鮮
に
思

え
、
新
し
い
生
活
の
始
ま
り
に

心
が
弾
み
ま
し
た
。
入
学
式
で

校
長
先
生
か
ら
温
か
く
も
厳
し

い
お
言
葉
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら

は
志
を
強
く
、
文
武
共
に
励
ん

で
い
く
よ
う
心
を
固
め
た
つ
も

り
で
す
が
、
今
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
高
校
生
活
に
少
々

の
不
安
と
大
き
な
期
待
で
、
心

が
落
ち
着
か
ず
に
い
る
の
も
ま

た
事
実
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
も
、
高
校
生
に
な
り
、
ま
た

一
歩
大
人
に
近
づ
い
た
と
い
う

自
覚
を
持
ち
、
真
和
高
校
生
と

し
て

”品
格
“
の
あ
る
行
い
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
生
に
な
れ
ば
や
は
り
、

中
学
生
の
時
以
上
に
自
分
自
身

の
行
動
に
対
す
る
責
任
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
決
し
て
軽
率
な

行
動
を
せ
ず
自
分
の
す
べ
き
こ

と
を
見
き
わ
め
て
日
々
の
努
力

を
怠
る
こ
と
な
く
毎
日
の
生
活

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
ま
た
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い

よ
う
心
が
け
る
こ
と
も
私
た
ち

に
と
っ
て
必
要
で
、
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
も

両
親
、
先
生
方
、
そ
し
て
仲
間

た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
自
身

も
そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な

が
ら
改
め
て
感
謝
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま

だ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
く
と
は
思
い
ま
す

が
、
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
し
て
そ
の
恩
を

少
し
で
も
返
し
て
い
け
る
よ
う

な
そ
ん
な
高
校
生
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
前
に
挙
げ
た
二
つ
の
こ
と
の

他
に
、
私
が
目
標
と
し
て
い
き

た
い
の
は
「
挑
戦
す
る
こ
と
」

で
す
。
自
分
の
周
り
の
世
界
に

た
く
さ
ん
触
れ
て
、
も
っ
と
世

界
を
広
げ
て
い
き
た
い
、
何
を

す
る
に
も
そ
れ
を
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
と
心
得
て
「
挑
戦
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
、
そ

う
思
い
ま
す
。「
挑
戦
」
す
れ

ば
、
た
く
さ
ん
の
失
敗
も
す
る

と
思
う
し
、
同
時
に
自
分
の
中

に
も
た
く
さ
ん
の
発
見
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
は
最
終
的
に
自

分
を
磨
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、

将
来
の
自
分
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
正
月
、
母
の
実
家
に
行
っ
た

ひ
が
し
ふ
み
の
り

時
、
親
せ
き
の
東
文
紀
さ
ん
が

う
れ
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。「
僕
も
真
和
高
卒

だ
よ
」
六
期
生
で
、
今
、
五
十

八
才
で
す
。
「
特
待
生
だ
か

ら
、
期
待
の
対
象
に
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、
夢
を

も
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
は
げ
ま
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

 

次
の
五
十
年

真
和
中
学
校
　
一
年
一
組
　
小
林
　
琴
美

　
私
の
夢
は
医
者
に
な
る
こ
と

で
す
。
父
の
弟
の
体
験
談
を
聞

い
て
か
ら
で
す
。
小
学
一
年
生

の
お
じ
は
足
の
病
気
に
な
っ
た

そ
う
で
、
他
の
医
者
か
ら
は

「
一
生
歩
け
な
い
」
と
言
わ
れ

た
ほ
ど
で
す
。
で
す
が
、
京
都

大
学
の
高
田
先
生
は
、
完
ぺ
き

に
治
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ベ
ッ

ド
で
寝
て
い
る
六
才
の
お
じ
が

外
で
遊
び
た
が
っ
て
い
る
と
き

に
、
高
田
先
生
は
せ
み
を
つ
か

ま
え
て
き
て
く
れ
て
、
一
緒
に

遊
ん
で
く
れ
た
そ
う
で
す
。
し

か
も
、
高
い
手
術
料
に
困
っ
て

い
た
父
の
家
族
に
、
国
の
難
病

制
度
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
は
高
田
先
生
の
よ
う

な
、
患
者
の
気
持
ち
が
わ
か
る

医
者
に
な
り
た
い
で
す
。
医
者

に
な
る
に
は
、
医
学
部
に
入
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
六
年
間
し
っ
か
り
と
勉

強
で
き
る
真
和
に
入
学
し
ま
し

た
。
数
学
や
英
語
は
、
毎
日
授

業
が
あ
り
ま
す
。
週
一
回
の
外

国
人
の
先
生
の
授
業
が
、
特
に

楽
し
み
で
す
。

　
真
和
に
入
学
し
て
、
も
う
一

つ
の
楽
し
み
は
学
食
で
す
。
高

校
生
方
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
り
ま
す
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
三
百
七
十
円
、
肉
う
ど
ん
が

三
百
円
、
や
き
そ
ば
パ
ン
は
百

五
十
円
で
す
。
今
、
私
が
食
べ

た
い
の
は
、
「
や
き
そ
ば
パ

ン
」
で
す
。
昼
食
の
時
間
が
始

ま
っ
て
す
ぐ
に
行
か
な
い
と
売

“

”

“

”

　
そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
か
ら
の

生
活
を
十
分
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
新
し
い
仲
間
や
先
生

と
の
出
会
い
を
大
事
に
し
て
絆

を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
私

た
ち
の
前
に
あ
る
道
の
り
は
い

つ
も
楽
な
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
辛
い
こ
と
も
悔
し
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
皆
で
支
え
合
い
、
団
結
し

て
立
ち
向
か
い
、
笑
顔
に
変
え

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

自
分
に
厳
し
く
日
々
努
力
す
る

こ
と
、
仲
間
を
大
切
に
、
一
人

は
皆
の
た
め
に
、
皆
は
一
人
の

た
め
に
い
る
こ
と
、
報
恩
感
謝

の
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
心
に

か
か
げ
、
濃
く
充
実
し
た
よ
り

よ
い
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

り
切
れ
る
の
で
、「
弁
当
を
食

べ
る
前
に
ダ
ッ
シ
ュ
で
行
こ

う
」
と
友
達
と
計
画
を
練
っ
て

い
ま
す
。

　
四
月
八
日
、
入
学
式
で
し

た
。
女
子
四
十
九
名
、
男
子
四

十
四
名
。
上
田
校
長
先
生
は

「
真
和
中
創
立
五
十
周
年
で

す
。
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
で
話
を
聞
く
と
、

多
く
の
友
達
が
医
者
を
目
指
し

て
真
和
に
入
学
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
同
じ
よ
う
な
志
を
持
っ

た
友
達
と
真
和
の
次
の
五
十
年

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 
新
し
き
歴
史
を
刻
む

　
　
　
　
　
時
計
の
寄
贈

　
四
五
期
卒
業
生
一
同
よ
り
、
五

十
周
年
寄
付
金
と
と
も
に
玄
関
に

柱
時
計
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
計
が
新
し
い
時
を
刻
ん
で
い

く
よ
う
に
、
真
和
高
校
も
さ
ら
に

素
晴
ら
し
い
伝
統
を
刻
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。
古
庄
学
年
委
員

長
を
始
め
、
役
員
・
保
護
者
の
皆

様
に
は
多
面
に
わ
た
り
ご
協
力
・

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
四
五
期
卒
業
生
も
こ
の
時
計

と
同
じ
よ
う
に
歴
史
を
刻
み
、
さ

ら
に
輝
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。（
学
年
主
任 

岩
崎
）

受 験 者 �合 格 者 �合 格 点 � 受験者平均点�
特待Ａ�  10（　6）�425（454）� 特専�

国語�
算数�
社会�
理科�

合計�

99
80
55
66

300

85
54
41
54

234

一般�
特待Ｂ�  30（ 26）�376（410）�
特待Ｃ� 222（223）�240（269）�
特待計�305（287）�262（255）�

専 願 � 64（ 61）�
 53（ 51）�
内専特Ｂ 1�
専特C31

176（220）�

一 般 � 24（ 29）� 12（ 18）�232（244）�

入学者93総 計 �393（377）�327（324）�

［22年度中学入試結果］�

（　）内は21年度�

国語（50分・150点）�
算数（60分・150点）�
社会・理科（各40分・各100点）�
（500点満点）�（500点満点）�

受 験 者 �合 格 者 �合 格 点 � 受験者平均点�
特待Ａ� 19（ 22）�433（418）� 特専�

国語�
社会�
数学�
理科�

合計�

72
74
69
77

352

62
63
50
68

英語� 60 43

286

一般�
特待Ｂ� 57（ 50）�400（396）�
特待Ｃ� 422（329）�280（274）�
特待計�525（403）�498（401）�

専 願 � 8（ 9）� 7（  6）�272（246）�

一 般 �68（ 60）� 60（ 56）�272（257）�
入学者254�総 計 �601（472）�565（463）�

［22年度高等学校入試結果］�

（　）内は21年度�
各教科（50分・100点）�

内専特C5

真和中学・高等学校
http://www.shinwa.ed.jp

真和同窓会（杏葉会）
http://www.shinwa-dosokai.com


